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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 屋 内 お よ び 屋 外 で 用 い ら れ る 格 納 式 仕 切 壁 で あ っ て 、
　 住 居 や 工 業 用 建 築 物 の 出 入 り 口 、 そ の 他 の 一 般 的 な 開 口 を 塞 い だ り 、 空 間 の 分 離 、 移 動  
壁 、 遮 光 、 広 告 、 意 匠 （ d e s i g n ） 、 ベ ラ ン ダ （ v e r a n d a s ） 、 又 は イ ン テ リ ア 家 具 な ど と  
し て の 機 能 を 有 し 、
　 複 数 の 硬 質 の 板 ま た は モ ジ ュ ー ル 式 の パ ネ ル （ Ｅ ， Ｆ ， Ｇ ） に よ り 構 成 さ れ る 取 り 外 し  
可 能 な シ ャ ッ タ ー を 備 え 、
　 こ れ ら の 板 ま た は パ ネ ル は 、 モ ー タ ー （ ７ ） に よ り 側 部 の 垂 直 レ ー ル （ ２ ， ２ ’ ） に 沿 っ  
て ス ラ イ ド し 、 そ の 収 納 時 に は 天 井 に 配 置 さ れ た 横 梁 の よ う に な り 、 展 開 さ れ た と き に は  
壁 と し て 機 能 し 、
　 前 記 格 納 式 仕 切 壁 は 、
　 　 敷 地 内 の 平 行 な 一 対 の 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 敷 地 内 に お い て 左 側 と な る 壁 に 公 知 の 固 定  
具 に よ り 固 定 さ れ る 左 側 パ ネ ル レ ー ル （ Ａ ） と 、
　 　 左 側 パ ネ ル レ ー ル （ Ａ ） と 対 に な り 、 敷 地 内 に お い て 右 側 と な る 壁 に 公 知 の 固 定 具 に  
よ り 固 定 さ れ る 右 側 パ ネ ル レ ー ル （ Ｂ ） と 、
　 　 駆 動 ユ ニ ッ ト （ Ｃ ） と 、
　 　 前 記 複 数 の 板 ま た は パ ネ ル を 含 む 複 数 の 可 動 パ ネ ル （ Ｄ ） と 、 に よ り 構 成 さ れ 、
　 左 側 パ ネ ル レ ー ル （ Ａ ） （ f i g .  2 a ，  f i g .  2 a ' ） は 、
　 　 敷 地 内 の 左 側 の 壁 の 根 元 に 固 定 さ れ た 、 高 さ が ｈ ｂ の 左 側 ブ ラ イ ド ル （ b r i d l e ） （ １  

請求項の数　4　（全17頁）
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） と 、
　 　 高 さ が ｈ ｃ 、 幅 が ｌ ｃ 、 厚 み が ｇ ｃ で あ り 、 深 さ が ａ １ （ a 1  〈  g c ） の 溝 （ ａ ） を 有  
し 、 左 側 ブ ラ イ ド ル （ １ ） 上 に 載 せ ら れ 、 こ れ に 固 定 さ れ る 垂 直 レ ー ル （ ２ ） と 、
　 　 高 さ が ｌ ｐ 、 幅 が ｈ ｐ 、 厚 み が ｇ ｐ （ g p  =  g c ） で あ り 、 垂 直 レ ー ル （ ２ ） か ら 垂 直  
レ ー ル （ ２ ） の 上 方 に 続 き 、 敷 地 の 天 井 に 接 す る 左 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ） （ f i g .  3 . 1 ， f i g  . 3  
. 2 ， f i g .  3 . 3 ） と 、 に よ り 構 成 さ れ 、
　 垂 直 レ ー ル （ ２ ） の 深 さ ａ １ の 溝 （ ａ ） は 、 高 さ ｈ ｂ の 左 側 ブ ラ イ ド ル （ １ ） 内 へ 深 さ  
ａ ｂ （ a b  ≦  h b ） ま で 続 い て お り 、
　 左 側 ブ ラ イ ド ル （ １ ） の 前 端 に は 切 削 溝 （ ｃ ） 及 び 穴 （ ｄ ） が 設 け ら れ 、 そ こ に は チ ェ  
ー ン （ G a l l  c h a i n ） 用 の ス プ ロ ケ ッ ト （ ５ ） が 軸 （ ４ ） を 回 転 中 心 と し て 組 み 付 け ら れ 、
　 前 記 左 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ） に は 「 Ｆ 形 状 」 の 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 「 Ｆ 」 の 文 字 の 下 側  
の 分 岐 溝 は 溝 （ ａ ） の 深 さ ａ １ と 同 じ 深 さ で 垂 直 レ ー ル （ ２ ） の 溝 （ ａ ） に 垂 直 に 連 続 し  
て お り 、
　 「 Ｆ 」 の 文 字 の 下 側 の 分 岐 溝 の 垂 直 な 部 分 か ら 上 方 に 垂 直 に 連 続 す る 部 分 と 、 「 Ｆ 」 の  
文 字 の 上 側 の 分 岐 は 、 深 さ が ａ ２ （ a 2  〈  a 1 ） の 溝 （ ａ ｓ ） を 構 成 し 、
　 「 Ｆ 」 の 文 字 の 水 平 な 分 岐 を 構 成 す る ２ 本 の 溝 は 、 「 Ｆ 」 の 文 字 の 垂 直 な 溝 か ら 半 径 ｒ  
ｃ で 連 続 し 、 「 重 力 落 下 角 度 」 と も 呼 ば れ る 傾 斜 角 β で 延 び 、 こ れ ら ２ 本 の 溝 は 垂 直 方 向  
に 所 定 の 間 隔 ｐ 離 れ て お り 、
　 左 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ） は 、 そ の 底 辺 か ら 所 定 の 距 離 ｅ に 頂 部 （ ｂ ） を 有 し 、 頂 部 （ ｂ ）  
は 、 「 Ｆ 」 の 文 字 の 、 深 さ ａ １ の 下 側 の 溝 の 上 部 と 、 深 さ ａ ２ で 続 く 上 側 の 溝 の 垂 直 な 部  
分 と の 間 に あ り 、
　 左 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ） は 矩 形 状 の 開 口 （ ｍ ） を 有 し 、 開 口 （ ｍ ） は 、 左 側 ブ ラ イ ド ル （  
１ ） の 穴 （ ｄ ） の 中 心 か ら 上 方 に 延 び る 垂 直 線 上 に お け る 、 左 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ） の 底 辺  
か ら 所 定 の 距 離 ｍ ｄ 離 れ た 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、
　 左 側 パ ネ ル レ ー ル （ Ａ ） と 対 に な る 右 側 パ ネ ル レ ー ル （ Ｂ ） は 、
　 　 敷 地 内 の 右 側 の 壁 に 根 元 に 固 定 さ れ た 右 側 ブ ラ イ ド ル （ １ ’ ） と 、
　 　 高 さ が ｈ ｃ 、 幅 が ｌ ｃ 、 厚 み が ｇ ｃ で あ り 、 深 さ が ａ １ （ a 1  〈  g c ） の 溝 （ ａ ’ ） を 有  
し 、 右 側 ブ ラ イ ド ル （ １ ’ ） 上 に 載 せ ら れ 、 こ れ に 固 定 さ れ る 垂 直 な レ ー ル （ ２ ’ ） と 、
　 　 高 さ が ｌ ｐ 、 幅 が ｈ ｐ 、 厚 み が ｇ ｐ （ g p  =  g c ） で あ り 、 垂 直 レ ー ル （ ２ ’ ） か ら 垂 直  
レ ー ル （ ２ ’ ） の 上 方 に 続 き 、 敷 地 の 天 井 に 接 す る 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） （ f i g .  4 . 1 ， f i g .  
4 . 2 ， f i g .  4 . 3 ） と 、 に よ り 構 成 さ れ 、
　 垂 直 レ ー ル （ ２ ’ ） の 深 さ ａ １ の 溝 （ ａ ’ ） は 、 高 さ ｈ ｂ の 右 側 ブ ラ イ ド ル （ １ ’ ） 内 へ 深  
さ ａ ｂ （ a b  ≦  h b ） ま で 続 い て お り 、
　 右 側 ブ ラ イ ド ル （ １ ’ ） の 前 端 に は 切 削 溝 （ ｃ ’ ） 及 び 穴 （ ｄ ’ ） が 設 け ら れ 、 そ こ に は ス  
プ ロ ケ ッ ト （ ５ ） と 同 一 の チ ェ ー ン 用 ス プ ロ ケ ッ ト （ ５ ’ ） が 軸 （ ４ ’ ） を 回 転 中 心 と し て  
組 み 付 け ら れ 、
　 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） は 円 筒 形 状 の 開 口 （ ｍ ’ ） を 有 し 、 開 口 （ ｍ ’ ） は 、 右 側 ブ ラ イ ド  
ル （ １ ’ ） の 穴 （ ｄ ’ ） の 中 心 か ら 上 方 に 延 び る 垂 直 線 上 に お け る 、 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ）  
の 底 辺 か ら 所 定 の 距 離 ｍ ｄ 離 れ た 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、
　 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） に は 「 逆 Ｆ 形 状 」 の 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 下 側  
の 分 岐 溝 は 溝 （ ａ ’ ） の 深 さ ａ １ と 同 じ 深 さ で 垂 直 レ ー ル （ ２ ’ ） の 溝 （ ａ ’ ） に 垂 直 に 連 続  
し て お り 、
　 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 下 側 の 分 岐 溝 の 垂 直 な 部 分 か ら 上 方 に 垂 直 に 連 続 す る 部 分 と 、 「 逆 Ｆ  
」 の 文 字 の 上 側 の 分 岐 は 、 深 さ が ａ ２ （ a 2  〈  a 1 ） の 溝 （ ａ ｓ ’ ） を 構 成 し 、
　 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 水 平 な 分 岐 を 構 成 す る ２ 本 の 溝 は 、 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 垂 直 な 溝 か ら 半  
径 ｒ ｃ で 連 続 し 、 「 重 力 落 下 角 度 」 と も 呼 ば れ る 傾 斜 角 β で 延 び 、 こ れ ら ２ 本 の 溝 は 垂 直  
方 向 に 所 定 の 間 隔 ｐ 離 れ て お り 、
　 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） は 、 そ の 底 辺 か ら 所 定 の 距 離 ｅ に 頂 部 （ ｂ ’ ） を 有 し 、 頂 部 （ ｂ ’  
） は 、 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 、 深 さ ａ １ の 下 側 の 溝 の 上 部 と 、 深 さ ａ ２ で 続 く 上 側 の 溝 の 垂 直  
な 部 分 と の 間 に あ り 、
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　 駆 動 ユ ニ ッ ト Ｃ は 、 例 え ば 八 角 形 な ど の 多 角 形 状 の 筒 （ ６ ） を 有 し 、 筒 （ ６ ） の 左 側 の  
端 部 に は モ ー タ ー （ ７ ） が 挿 入 さ れ 、
　 モ ー タ ー （ ７ ） は 、 そ の 右 側 の 端 部 に 多 角 形 状 の 頭 部 を 有 す る 軸 （ ８ ） を 備 え て お り 、
　 軸 （ ８ ） は 、 筒 （ ６ ） に 設 け ら れ た 凹 面 （ ｕ ） （ F i g .  1 a ' ） ま で の 範 囲 で 筒 （ ６ ） に 差  
し 込 ま れ 、
　 筒 （ ６ ） の 左 側 の 端 部 に は 、 モ ー タ ー （ ７ ） が 挿 入 さ れ た 後 、 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （  
９ ） が は め 込 ま れ 、
　 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ ９ ） の 外 側 に は 筒 （ ６ ） の 断 面 （ s e c t i o n ） が あ り 、 内 側 に は  
、 僅 か に 隙 間 を 空 け て モ ー タ ー （ ７ ） の 外 径 が 収 ま り 、
　 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ ９ ） に は ス プ ロ ケ ッ ト （ １ ０ ） が 組 み 付 け ら れ 、
　 矩 形 状 の 開 口 （ ｍ ） の 形 状 と 同 じ 断 面 形 状 の 頭 部 （ ｂ ｂ ） は 、 モ ー タ ー （ ７ ） の 左 側 端  
部 に お い て ケ ー ス （ e n c a s i n g ） か ら 軸 方 向 に 延 出 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 開 口 （ ｍ ） は 左 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ） に 形 成 さ れ て お り 、
　 筒 （ ６ ） の 右 側 の 端 部 に は 、 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ ９ ’ ） が 差 し 込 ま れ 、
　 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ ９ ’ ） は 、 そ の 外 側 に 筒 の 断 面 （ s e c t i o n ） が あ り 、 そ の 自 由 端  
に 、 軸 線 方 向 に 延 び る 円 筒 形 状 の 頭 部 （ ｃ ｃ ） を 有 し 、
　 頭 部 （ ｃ ｃ ） は 、 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） に 形 成 さ れ た 円 筒 形 状 の 開 口 （ ｍ ’ ） の 形 状 と  
同 じ 断 面 形 状 で あ り 、
　 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ ９ ’ ） に は ス プ ロ ケ ッ ト （ １ １ ） が 組 み 付 け ら れ 、
　 ス プ ロ ケ ッ ト （ １ ０ ） と ス プ ロ ケ ッ ト （ ５ ） に は 無 端 チ ェ ー ン （ １ ２ ） が 掛 け ら れ 、
　 垂 直 レ ー ル （ ２ ） に 面 す る 側 の チ ェ ー ン （ １ ２ ） は 、 外 側 に 突 き 出 し た 凸 部 で あ る 上 側  
搬 送 ア ー ム （ １ ３ ） 及 び 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ） を 有 し 、
　 ス プ ロ ケ ッ ト （ １ １ ） と ス プ ロ ケ ッ ト （ ５ ’ ） に は 、 無 端 チ ェ ー ン （ １ ２ ’ ） が 掛 け ら れ 、
　 垂 直 レ ー ル （ ２ ’ ） に 面 す る 側 の チ ェ ー ン （ １ ２ ’ ） は 、 外 側 に 突 き 出 し た 凸 部 で あ る 上  
側 搬 送 ア ー ム （ １ ３ ’ ） 及 び 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ’ ） を 有 し 、
　 組 み 立 て ら れ た と き の 上 側 搬 送 ア ー ム （ １ ３ ） の 軸 の 位 置 と 、 上 側 搬 送 ア ー ム （ １ ３ ’ ）  
の 軸 の 位 置 と は 同 じ で あ り （ F i g .  1 c ） 、
　 組 み 立 て ら れ た と き の 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ） の 軸 の 位 置 と 、 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ’ ）  
の 軸 の 位 置 は 同 じ で あ り 、
　 可 動 パ ネ ル （ Ｄ ） は 、
　 　 下 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｅ ） が そ の 両 側 部 に 組 み 付 け ら れ た 下 端 パ ネ  
ル （ Ｅ ） （ F i g .  7 ） と 、
　 　 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） が そ の 両 側 部 に 組 み 付 け ら れ た 複 数 の 中 間  
パ ネ ル （ Ｆ ） と 、
　 　 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｇ ） が そ の 両 側 部 に 組 み 付 け ら れ た 上 端 パ ネ  
ル （ Ｇ ） と 、 を 有 し 、
　 前 記 格 納 式 仕 切 壁 は 、 そ の 組 み 立 て ス テ ッ プ ／ 動 作 ス テ ッ プ と し て 、
　 第 １ の ス テ ッ プ と し て 、 敷 地 内 の 壁 や 柱 な ど に 、 左 側 パ ネ ル レ ー ル （ Ａ ） 、 右 側 パ ネ ル  
レ ー ル （ Ｂ ） 、 及 び 駆 動 ユ ニ ッ ト （ Ｃ ） が 設 置 さ れ 、
　 無 負 荷 時 の モ ー タ ー （ ７ ） は 、 多 角 形 状 の 頭 部 を 有 す る そ の 軸 が 自 由 に 回 転 し 、
　 チ ェ ー ン （ １ ２ ， １ ２ ’ ） が 、 左 側 の ス プ ロ ケ ッ ト （ １ ０ ， ５ ） と 、 右 側 の ス プ ロ ケ ッ ト  
（ １ １ ， ５ ’ ） に そ れ ぞ れ 掛 け ら れ 、 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ， ２ ３ ’ ） が そ れ ぞ れ 、 上 側 の  
ス プ ロ ケ ッ ト （ １ ０ ， １ １ ） 付 近 の 、 垂 直 レ ー ル （ ２ ， ２ ’ ） に 面 す る 側 に 配 置 さ れ 、
　 第 ２ の ス テ ッ プ と し て 、 収 容 パ ネ ル （ ３ ， ３ ’ ） の 、 「 Ｆ 」 及 び 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 水 平 な  
分 岐 を 構 成 す る ２ 本 の 溝 に 対 し て 同 時 に 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） が は め 込 ま れ 、 こ の と き 、 左 側  
収 容 パ ネ ル （ ３ ） 及 び 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） の 両 方 に 対 し て 、 ま ず 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） の 長  
ボ ル ト （ １ ７ ） の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） が 下 側 の 溝 に は め 込 ま れ 、 そ し て 短 ボ ル ト （ １ ６ ）  
の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） が 上 側 の 溝 に は め 込 ま れ 、
　 ま た こ の と き 、 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） の 長 ボ ル ト （ １ ７ ） の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） と 短 ボ ル ト  
（ １ ６ ） の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） と の 間 の 距 離 Ｄ ｉ ｐ が 、 各 収 容 パ ネ ル （ ３ ， ３ ’ ） の 「 Ｆ 」  
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及 び 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 水 平 な 分 岐 を 構 成 す る ２ 本 の 溝 の 間 の 距 離 よ り も 長 い こ と に よ り （  
Ｄ ｉ ｓ ＞ ｐ ） （ F i g .  6 ” ， F i g .  3 . 1 ， F i g .  4 . 1 ） 、 組 み 立 て ら れ た 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） は 斜 め  
に 配 置 さ れ 、
　 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） は 、 ２ つ の 収 容 パ ネ ル （ ３ ， ３ ’ ） の レ ー ル に 設 け ら れ た 重 力 落 下 角 度  
β に よ り 溝 に 沿 っ て 滑 り 、 下 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｅ ） の 面 板 （ ２ ４ ， ２  
４ ’ ） の 係 合 溝 （ ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ ） に 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ， ２ ３ ’ ） が 引 っ 掛 か る こ と で 下 端  
パ ネ ル （ Ｅ ） の 滑 落 は 係 止 さ れ 、
　 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ， ２ ３ ’ ） は 係 合 溝 （ ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ ） 内 を 自 由 に 移 動 し 、
　 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） も 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） と 同 じ 方 法 で 一 つ ず つ 組 み 付 け ら れ 、
　 最 後 に 上 端 パ ネ ル （ Ｇ ） が 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） と 同 じ 方 法 で 組 み 付 け ら れ （ F i g .  2 a ， F i g .  
2 b ） 、
　 第 ３ の ス テ ッ プ と し て 、 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） を 垂 直 レ ー ル （ ２ ， ２ ’ ） に 沿 っ て 下 げ ら れ る  
と こ ろ ま で 自 重 で 自 由 に 滑 ら せ 、
　 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） に 連 続 す る 最 初 の 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） は 、 そ の 両 端 に 設 け ら れ た 一 対 の  
中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） で 自 身 を 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） の ス ラ イ ド ブ ロ ッ  
ク （ ２ ０ ） 上 に 位 置 付 け て 滑 動 し 、
　 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） の ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） は バ ネ （ １ ９ ） の 力 で 、 下 端 パ ネ ル （ Ｅ  
） （ F i g .  5 ， F i g .  6 ” ） の 上 部 に 設 け ら れ た 位 置 決 め ボ ル ト （ １ ５ ） か ら 最 初 の 中 間 パ ネ ル  
（ Ｆ ） を 遠 ざ け 、
　 最 初 の 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） の 降 下 動 作 に 連 続 し 、 次 の 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） が 、 そ の 両 端 に 設  
け ら れ た 一 対 の 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） で 自 身 を 最 初 の 中 間 パ ネ ル （  
Ｆ ） の ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） 上 に 位 置 付 け て 滑 動 し 、
　 上 記 ２ つ の 中 間 パ ネ ル の 重 さ に よ り 、 最 初 の 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） の 孔 （ ｏ ） が 下 端 パ ネ ル  
（ Ｅ ） の 上 部 に 組 み 付 け ら れ た 位 置 決 め ボ ル ト （ １ ５ ） に 嵌 ま り 、
　 一 方 、 最 初 の 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） の デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） の ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （  
２ ０ ） は 、 ス プ リ ン グ （ １ ９ ） に よ り 、 次 の 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） を 、 最 初 の 中 間 パ ネ ル （ Ｆ  
） の 上 部 に 設 け ら れ た 位 置 決 め ボ ル ト （ １ ５ ） か ら 同 じ く 遠 ざ け 、
　 上 端 パ ネ ル （ Ｇ ） が 垂 直 に な る と 、 モ ー タ ー （ ７ ） が 始 動 し 、 駆 動 ユ ニ ッ ト （ Ｃ ） の 各  
部 を 介 し て チ ェ ー ン （ １ ２ ， １ ２ ’ ） と 上 側 搬 送 ア ー ム （ １ ３ ， １ ３ ’ ） を 駆 動 し 、
　 こ れ に よ り 上 側 搬 送 ア ー ム （ １ ３ ， １ ３ ’ ） が 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｇ
） の 上 端 部 で あ る 顎 部 （ ２ ６ ） に 接 触 し 、 こ れ を 、 こ の 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー  
ス （ Ｍ Ｇ ） の バ ネ （ ２ ０ ） が 完 全 に 圧 縮 さ れ る ま で 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） の 方 向 （ F i g .  1 2 . 1 ）  
に 押 し 下 げ る こ と で 、 ｉ ） 上 端 パ ネ ル （ Ｇ ） の 一 つ 下 の 中 間 パ ネ ル の 位 置 決 め ボ ル ト （ １  
５ ） に よ る 上 端 パ ネ ル （ Ｇ ） の 位 置 決 め を 確 実 に し 、 ｉ ｉ ） 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・  
ピ ー ス の 長 ボ ル ト （ １ ７ ） の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） が 各 収 容 パ ネ ル （ ３ ， ３ ’ ） の 上 側 の 溝 （  
ａ ｓ ， ａ ｓ ’ ） の 垂 直 部 分 に お け る 、 下 側 の 溝 の 垂 直 部 分 よ り も 上 に 位 置 す る よ う に 、 格 納  
式 壁 全 体 を 堅 く 締 め 、
　 こ の 配 置 に お い て 、 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ， ２ ３ ’ ） と 、 面 板 （ ２ ４ ， ２ ４ ’ ） の 溝 （ ｃ  
ｍ ， ｃ ｍ ’ ） の 肩 部 と の 隙 間 は 数 セ ン チ あ り 、
　 そ し て モ ー タ ー ７ が 電 子 的 な コ マ ン ド に よ り 停 止 し 、
　 複 数 の 可 動 パ ネ ル （ Ｄ ） を 格 納 す る 際 に は 、 モ ー タ ー （ ７ ） を 始 動 し て チ ェ ー ン （ １ ２  
， １ ２ ’ ） を 同 時 に 駆 動 し 、
　 上 側 搬 送 ア ー ム （ １ ３ ， １ ３ ’ ） が 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｇ ） の 顎 部 （  
２ ６ ） の 押 下 を 停 止 し て バ ネ （ １ ９ ） を 開 放 し 、
　 こ れ に よ り ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） が 上 端 パ ネ ル （ Ｇ ） を 持 ち 上 げ 、 こ れ を 位 置 決 め  
ボ ル ト （ １ ５ ） か ら 外 し 、
　 下 側 搬 送 ア ー ム （ ２ ３ ， ２ ３ ’ ） が 係 合 溝 （ ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ ） の 肩 部 に 至 り 、 そ の 上 の 全 て  
の パ ネ ル を 上 方 へ 持 ち 上 げ 、
　 上 端 パ ネ ル （ Ｇ ） が 左 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ） 及 び 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） に 入 る と 、 次 の 中  
間 パ ネ ル （ Ｆ ） が そ の 下 の 中 間 パ ネ ル の 位 置 決 め ボ ル ト （ １ ５ ） か ら 外 れ て 、 左 側 収 容 パ  
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ネ ル （ ３ ） 及 び 右 側 収 容 パ ネ ル （ ３ ’ ） に 収 納 さ れ 、
　 全 て の 可 動 パ ネ ル （ Ｄ ） の 上 部 へ の 収 納 は 、 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） の 長 ボ ル ト （ １ ７ ） の ベ  
ア リ ン グ （ ２ １ ） が 、 頂 部 （ ｂ ， ｂ ’ ） か ら 下 方 へ 所 定 の 距 離 ｄ ｆ ｉ ｎ （ d f i n  〉  0 ） 離 れ  
た 位 置 に 達 し た と き に 完 了 す る （ F i g .  1 0 ） こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 格 納 式 仕 切 壁 で あ っ て 、 前 記 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ） は 、
　 長 さ が ｌ ｐ ａ ｎ 、 高 さ が ｈ ｐ ａ ｎ 、 厚 み が ｇ ｐ ａ ｎ の パ ネ ル （ １ ４ ） を 有 し 、
　 パ ネ ル （ １ ４ ） は 、 そ の 上 面 と 下 面 の 両 方 に お け る 、 そ の 長 手 方 向 の 両 端 か ら そ れ ぞ れ  
距 離 ｔ の 位 置 と 、 そ の 中 心 と に 、 深 さ ａ ｏ の 孔 （ a n  u n f a i r  h o l e ） （ ｏ ） を 有 し 、
　 位 置 決 め ボ ル ト （ １ ５ ） は パ ネ ル 上 部 の 孔 （ ｏ ） に の み 組 み 付 け ら れ 、
　 位 置 決 め ボ ル ト （ １ ５ ） は 、 そ の い く つ か が パ ネ ル （ １ ４ ） 上 部 の 開 口 に 固 定 さ れ 、 高  
さ ｈ ｐ ａ ｎ 方 向 に お け る 自 由 端 側 は 、 上 に 次 の パ ネ ル （ １ ４ ） が あ る と き は 、 面 取 り 部 （  
ｔ ｏ ） に 補 助 さ れ 、 次 の パ ネ ル （ １ ４ ） の 底 部 に あ る 深 さ ａ ｏ （ a o  〉  b h ' ） の 孔 （ ｏ ） に  
誘 導 お よ び 挿 入 さ れ 、
　 各 パ ネ ル （ Ｆ ） の 両 側 面 に は 、 高 さ ｈ ｐ ａ ｎ 方 向 に お け る 両 端 か ら そ れ ぞ れ 所 定 の 距 離  
ｘ （ F i g .  5 ） の 位 置 に ２ つ の 開 口 （ ｏ ｒ ） が あ り 、 開 口 （ ｏ ｒ ） に は 、 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ  
ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） の ボ ル ト （ １ ６ ， １ ７ ） が 隙 間 な く 挿 入 さ れ 、
　 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） を パ ネ ル （ １ ４ ） の 左 右 に 有 す る 中 間 パ ネ  
ル （ Ｆ ） は 、 組 み 付 け 後 、 短 ボ ル ト （ １ ６ ） の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） を 深 さ ａ ２ の 溝 （ ａ ｓ  
， ａ ｓ ’ ） に 、 長 ボ ル ト （ １ ７ ） の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） を 深 さ ａ １ の 溝 （ ａ ， ａ ’ ） に 沿 わ  
せ て ス ラ イ ド し 、
　 中 間 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｆ は 、 一 対 の 対 称 な 側 部 （ １ ８ ， １ ８ ’ ） と 、 非 圧 縮 時 の 長  
さ が ｌ ａ ｒ ｃ 、 圧 縮 時 の 長 さ が ｌ ｃ ｏ ｍ ｐ の 圧 縮 バ ネ （ １ ９ ） と 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２  
０ ） と 、 ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） が 固 定 さ れ た 短 ボ ル ト （ １ ６ ） 、 及 び 他 の ベ ア リ ン グ （ ２ １  
） が 固 定 さ れ た 長 ボ ル ト （ １ ７ ） と 、 に よ り 構 成 さ れ 、
　 対 称 な 側 部 （ １ ８ ， １ ８ ’ ） は そ れ ぞ れ 、 複 数 の 開 口 （ ｏ ｔ ） と 、 肩 部 （ ｕ ｍ ） ま で 延 び  
る 滑 り 溝 （ ｃ ｕ ） と 、 を 有 し 、
　 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） は 、
　 　 長 さ が ｌ ｃ ａ ｎ 、 そ し て 幅 が 短 ボ ル ト （ １ ６ ） の 直 径 に 等 し い 縦 方 向 の 溝 （ ｃ ｌ ｎ ）  
と 、
　 　 組 み 立 て 時 に 滑 り 溝 （ ｃ ｕ ） に 差 し 込 ま れ 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） に バ ネ （ １ ９  
） の 反 発 力 を 作 用 さ せ る 伸 張 部 （ ｐ ｒ ｅ ） と 、 を 有 し 、
　 組 み 立 て ら れ た 対 称 な 側 部 （ １ ８ ， １ ８ ’ ） 、 圧 縮 バ ネ （ １ ９ ） 、 及 び ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク  
（ ２ ０ ） は 、 共 通 の ネ ジ （ ２ ２ ） で 固 定 さ れ 、
　 ボ ル ト （ １ ６ ， １ ７ ） は 開 口 （ ｏ ｔ ） に 差 し 込 ま れ 、 こ れ ら ボ ル ト に は 、 ベ ア リ ン グ （  
２ １ ） が 隙 間 無 く 組 み 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 格 納 式 仕 切 壁 で あ っ て 、 前 記 下 端 パ ネ ル （ Ｅ ） は 、
　 下 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｅ ） を そ の 両 端 に 有 す る 点 で 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ）  
と 異 な っ て お り 、
　 下 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｅ ） は 、 ボ ル ト （ １ ６ ， １ ７ ） の 間 に ネ ジ （ ２  
２ ） で 組 み 付 け ら れ た 同 一 形 状 の 二 つ の 小 さ な 面 板 （ ２ ４ ， ２ ４ ’ ） を 有 す る 点 で 、 中 間 パ  
ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） と 異 な っ て お り 、 こ れ ら 面 板 （ ２ ４ ， ２ ４ ’ ） が そ れ  
ぞ れ 係 合 溝 （ ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 格 納 式 仕 切 壁 で あ っ て 、 前 記 上 端 パ ネ ル （ Ｇ ） は 、
　 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｇ ） を そ の 両 端 に 有 す る 点 で 中 間 パ ネ ル （ Ｆ ）  
と 異 な っ て お り 、
　 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｇ ） は 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） に ネ ジ ボ ル  
ト （ ２ ５ ） で 顎 部 （ ２ ６ ） が 組 み 付 け ら れ て い る 点 で 、 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー  
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ス （ Ｍ Ｆ ） と は 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 居 住 空 間 の 間 仕 切 り や 車 庫 の 扉 と し て 使 用 さ れ る 格 納 式 の 壁 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 住 宅 用 ア パ ー ト の 部 屋 を 仕 切 る 手 段 と し て ガ ラ ス 製 の 仕 切 壁 が す で に 存 在 す る 。 こ れ は  
、 木 製 ま た は 金 属 製 の 枠 体 を 有 す る ガ ラ ス パ ネ ル で 作 ら れ た 内 壁 で あ る 。 こ の よ う な 内 壁  
は 、 こ れ を 開 閉 す る た め に 貴 重 な ス ペ ー ス が 奪 わ れ る と い う だ け で な く 、 防 音 機 能 も な い  
た め 、 親 密 な 会 話 が で き な い と い う 不 便 さ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 U S 2 0 0 8 2 0 9 8 2 7 特 許 の 分 野 に は 、 部 屋 の 間 仕 切 り に 用 い ら れ る 他 の 着 脱 式 の 仕 切 壁 が  
開 示 さ れ て い る 。 こ の 仕 切 壁 は 、 壁 部 材 と 、 壁 の 頂 部 に 所 定 間 隔 で 設 け ら れ 、 壁 の 頂 部 と  
天 井 と の 間 に 配 置 さ れ た レ ー ル を 押 す 複 数 の 突 っ 張 り 部 材 と 、 壁 の 底 部 に 所 定 間 隔 で 設 け  
ら れ 、 壁 の 底 部 と 床 面 と の 間 に 配 置 さ れ た レ ー ル を 押 す 複 数 の 追 加 的 な 突 っ 張 り 部 材 と を  
有 し て い る 。 こ の 仕 切 壁 は 、 室 内 の 任 意 の 場 所 に 、 一 時 的 に 、 安 全 か つ 強 固 に 配 置 さ れ 、  
そ の 後 、 天 井 や 、 床 、 壁 に こ れ と い っ た 損 傷 を 与 え る こ と な く 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ  
の 仕 切 壁 の 構 造 は 、 ｉ ） 屋 内 で し か 使 用 で き ず 、 ｉ ｉ ） 設 置 や 撤 去 に 長 時 間 を 要 し 、 ｉ ｉ  
ｉ ） 各 部 を 畳 ん だ 後 で 追 加 の 収 納 ス ペ ー ス が 必 要 で あ り 、 ｉ ｖ ） 防 音 構 造 で は な い 、 と い  
う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 他 の 横 引 き の 車 庫 扉 も 知 ら れ て お り 、 こ ち ら は U S 2 0 1 7 3 2 8 1 0 5 特 許 の 範 囲 を 構  
成 し て い る 。 こ の 車 庫 扉 は 複 数 の パ ネ ル で 構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら パ ネ ル は 隣 接 す る パ ネ  
ル の 側 端 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 複 数 の パ ネ ル は 上 端 の レ ー ル に 吊 り 下 げ ら  
れ て お り 、 レ ー ル は 、 第 １ 直 線 部 、 次 に 曲 線 部 、 そ し て 第 ２ 直 線 部 を 有 し て い る 。 第 １ 直  
線 部 の 第 １ 端 に は 電 気 モ ー タ ー が 、 第 １ パ ネ ル に は 張 力 調 整 機 構 が 、 第 １ 直 線 部 の 第 ２ 端  
に は 歯 車 機 構 が 配 置 さ れ て い る 。 電 気 モ ー タ ー 、 歯 車 機 構 、 及 び 張 力 調 整 機 構 は 連 結 バ ン  
ド に よ っ て 接 続 さ れ 、 レ ー ル の 長 さ 方 向 に 沿 っ て ル ー プ を 形 成 し て い る 。 モ ー タ ー が 連 結  
バ ン ド を 駆 動 す る こ と で 、 複 数 の パ ネ ル は 、 パ ネ ル の 大 部 分 が 第 １ 直 線 部 に 支 持 さ れ る 閉  
位 置 と 、 パ ネ ル の 大 部 分 が 第 ２ 直 線 部 に 支 持 さ れ る 開 位 置 と の 間 を 移 動 す る 。 こ の 車 庫 扉  
の 欠 点 は 、 ｉ ） 扉 を 構 成 す る パ ネ ル を 、 事 実 上 、 第 ２ 直 線 部 の ス ペ ー ス の 壁 に 平 行 な 壁 に  
す る こ と で 車 庫 を 開 い て お り 、 ｉ ｉ ） 遮 音 世 や 断 熱 性 が な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 他 に は 、 複 数 の 水 平 パ ネ ル で 構 成 さ れ る 車 庫 扉 機 構 が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 水 平 パ ネ  
ル は 、 バ ネ と カ ウ ン タ ー ウ ェ イ ト に よ り 手 動 ま た は 電 力 で 駆 動 さ れ 、 一 対 の 平 行 な ガ イ ド  
に 滑 り 込 む 。 ガ イ ド は 車 庫 の 天 井 に 設 置 さ れ 、 持 ち 上 げ ら れ た パ ネ ル は 車 庫 の 天 井 を 滑 っ  
て い く 。 こ の 車 庫 扉 の 欠 点 は 、 ｉ ） ガ イ ド が 壁 と 天 井 面 に 常 に 見 え て お り 、 パ ネ ル を 天 井  
に 格 納 す る 際 に 必 要 と な る 追 加 の 収 納 ス ペ ー ス が 美 観 を 損 な う こ と 、 ｉ ｉ ） 屋 内 施 設 に は  
採 用 で き な い こ と 、 ｉ ｉ ｉ ） 遮 音 性 が な い こ と で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 Ｕ Ｓ ２ ０ １ ７ ／ ３ ２ ８ １ ０ ５ Ａ １
【 文 献 】 Ｕ Ｓ ２ ０ ０ ８ ／ ２ ０ ９ ８ ２ ７ Ａ １
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ７ ８ ０ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 以 下 の 技 術 的 課 題 を 解 決 す る 。
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ｉ ） 屋 内 お よ び 屋 外 で 使 用 可 能 で あ り 、 収 納 時 に は 天 井 に 配 置 さ れ た 横 梁 の よ う に 見 え 、  
展 開 時 に は 壁 と し て 機 能 す る 格 納 式 仕 切 壁 の 設 置
ｉ ｉ ） 屋 内 で 使 用 さ れ 、 収 納 時 に は 天 井 に 張 り 付 い た 横 梁 の よ う に 見 え 、 展 開 時 に は 壁 と  
し て 、 又 は 車 庫 扉 と し て 機 能 す る よ う 考 案 さ れ た 格 納 式 仕 切 壁 の 設 置
ｉ ｉ ｉ ） 電 子 制 御 に よ り 作 動 し 、 電 力 障 害 時 に は 手 動 で 動 作 す る よ う に 考 案 さ れ た 格 納 式  
仕 切 壁 の 設 置
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 、 屋 内 の 壁 と し て も 、 屋 外 の 壁 と し て も 、 車 庫 扉 と し て も 、 据 え 付 け 後  
、 各 部 を 積 み 重 ね る た め の 追 加 の 収 納 ス ペ ー ス を 必 要 と し な い こ と 、 防 音 構 造 ・ 断 熱 構 造  
で あ る こ と 、 据 え 付 け 後 、 電 子 制 御 ま た は 手 動 で の 操 作 が 可 能 で あ り 、 そ の 格 納 ・ 展 開 に  
は 最 小 限 の 労 力 し か 必 要 と せ ず 、 又 は 一 切 の 労 力 を 必 要 と せ ず 、 状 況 に よ っ て は 、 展 開 す  
る こ と で 投 影 ス ク リ ー ン と し て 、 又 は 広 告 面 と し て 使 用 す る こ と が で き る こ と 、 な ど で あ  
る 。 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 以 下 の 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 f i g .  1 ： 格 納 式 可 動 壁 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 f i g .  1 . 2 ： 組 み 立 て ら れ た 格 納 式 仕 切 壁 の 構 造 を 示 す 等 角 斜 視 図 で あ る 。 f i g .  1 . 3  
： 格 納 式 仕 切 壁 の パ ネ ル の 重 ね 方 の 詳 細 を 示 す Ｗ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 f i g . 1  a ’ ： 駆 動 ユ ニ ッ ト の 左 側 端 部 の 分 解 等 角 図 で あ る 。 f i g . 1  a ” ： 組 み 立 て ら れ  
た 駆 動 ユ ニ ッ ト の 左 側 端 部 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 f i g . 1  b ’ ： 駆 動 ユ ニ ッ ト の 右 側 端 部 の 分 解 等 角 図 で あ る 。 f i g . 1  b " ： 組 み 立 て ら  
れ た 駆 動 ユ ニ ッ ト の 右 側 端 部 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 f i g .  1 c ： チ ェ ー ン の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 f i g .  2 a ： 組 み 立 て ら れ た 左 側 パ ネ ル レ ー ル の 正 面 図 で あ る 。 f i g .  2 b ： 組 み 立 て  
ら れ た 右 側 パ ネ ル レ ー ル の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 f i g .  2 a ’ ： 組 み 立 て ら れ た 左 側 パ ネ ル レ ー ル の ブ ラ イ ド ル の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 f i g .  2 b ' ： 組 み 立 て ら れ た 右 側 パ ネ ル レ ー ル の ブ ラ イ ド ル の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 f i g .  3 . 1 ： 左 側 収 納 パ ネ ル の 正 面 図 で あ る 。 f i g .  3 . 2 ： 左 側 収 納 パ ネ ル を Ｘ 方 向 か  
ら 見 た 図 で あ る 。 f i g .  3 . 3 ： ス ロ ッ ト の 形 状 を 補 足 説 明 す る 左 側 収 容 パ ネ ル の 等 角 図 で あ  
る 。
【 図 １ ０ 】 f i g .  4 . 1 ： 右 側 収 容 パ ネ ル の 正 面 図 で あ る 。 f i g .  4 . 2 ： 右 側 収 容 パ ネ ル を Ｙ 方 向  
か ら 見 た 図 で あ る 。 f i g .  4 . 3 ： ス ロ ッ ト の 形 状 を 補 足 説 明 す る 右 側 収 容 パ ネ ル の 等 角 図 で  
あ る 。
【 図 １ １ 】 f i g .  5 ： 組 み 立 て ら れ た 中 間 パ ネ ル の 図 と そ の 細 部 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 f i g .  6 ， f i g .  6 ’ ： 組 み 立 て ら れ た 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス の 等 角 図  
で あ る 。
【 図 １ ３ 】 f i g .  6 ” ： 組 み 立 て ら れ た 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 f i g .  7 ： 組 み 立 て ら れ た 下 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 f i g .  8 ： 組 み 立 て ら れ た 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 f i g .  9 . 1 ， f i g .  9 . 1 ’ ， f i g .  9 . 2 ， f i g .  9 . 2 ’ ， f i g .  9 . 3 ， f i g .  9 . 3 ’ ， f i g .  9 . 3 ” ， f  
i g .  9 . 4 ： 組 み 立 て の 各 段 階 と そ の 細 部 の 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 f i g .  9 . 5 ， f i g .  9 . 6 ， f i g .  9 . 6 ’ ， f i g .  9 . 7 ， f i g .  9 . 7 ’ ， f i g .  9 . 7 ” ： 組 み 立 て の  
各 段 階 と そ の 細 部 の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 f i g .  1 0 ： パ ネ ル が 完 全 に 持 ち 上 げ ら れ た と き の 細 部 の 状 態 を 示 す 等 角 図 で あ る  
。
【 図 １ ９ 】 f i g .  1 1 ： 手 動 操 作 機 構 の 細 部 を 示 す 等 角 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 f i g .  1 2 . 1 ， f i g .  1 2 . 2 ： f  a l p h a  〉  0  の 設 置 条 件 に お け る 、 展 開 済 み 格 納 式 壁  
の 上 端 部 分 の 細 部 を 示 す 等 角 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 垂 直 格 納 式 可 動 壁 シ ス テ ム は 、 敷 地 内 の 平 行 な 一 対 の 壁 に 取 り 付 け ら  
れ 、 敷 地 内 に お い て 左 側 と な る 壁 に ダ ボ や ネ ジ な ど 公 知 の 固 定 具 に よ り 固 定 さ れ る 左 側 パ  
ネ ル レ ー ル で あ る Ａ と 、 左 側 パ ネ ル レ ー ル Ａ と 対 に な り 、 敷 地 内 に お い て 右 側 と な る 壁 に  
ダ ボ や ネ ジ な ど 公 知 の 固 定 具 に よ り 固 定 さ れ る 右 側 パ ネ ル レ ー ル で あ る Ｂ と 、 駆 動 機 構 で  
あ る Ｃ と 、 複 数 の 可 動 パ ネ ル で あ る Ｄ と 、 に よ り 構 成 さ れ る （ f i g .  1 . 1 ， f i g .  1 . 2 ， f i g .  1  
. 3 ） 。 左 側 パ ネ ル レ ー ル Ａ （ f i g .  2 a ，  f i g .  2 a ’ ） は 、 左 側 の 壁 の 根 元 に 固 定 さ れ た 左 側 ブ  
ラ イ ド ル （ b r i d l e ） １ と 、 高 さ が ｈ ｃ 、 幅 が ｌ ｃ 、 厚 み が ｇ ｃ で あ り 、 深 さ が ａ １ （ a 1  〈  
g c ） の 溝 ａ を 有 し 、 左 側 ブ ラ イ ド ル １ 上 に 載 せ ら れ 、 こ れ に 固 定 さ れ る 垂 直 な レ ー ル ２ と  
、 高 さ が ｌ ｐ 、 幅 が ｈ ｐ 、 厚 み が ｇ ｐ （ g p  =  g c ） で あ り 、 レ ー ル ２ の 上 に レ ー ル ２ か ら  
続 き 、 敷 地 の 天 井 に 接 す る 、 左 側 収 容 パ ネ ル ３ （ f i g .  3 . 1 ， f i g  . 3 . 2 ， f i g .  3 . 3 ） と 、 に よ  
り 構 成 さ れ て い る 。 左 側 収 容 パ ネ ル ３ に は Ｆ 形 状 の 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 「 Ｆ 」 の 文 字 の  
下 方 へ の 分 岐 は ａ １ と 同 じ 深 さ で 垂 直 レ ー ル ２ の 溝 ａ に 垂 直 に 連 続 し て い る 。 溝 ａ か ら 垂  
直 に 連 続 す る 部 分 と 「 Ｆ 」 の 上 端 の 分 岐 は 、 ｇ ｐ と 同 じ 幅 で あ る が 深 さ が ａ ２ （ a 2  〈  a 1  
） の 溝 で あ る ａ ｓ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 「 Ｆ 」 の 文 字 の 水 平 な 分 岐 を 構 成 す る ２ 本 の 溝 は 、 垂 直 な 溝 か ら 半 径 ｒ ｃ で 連 続 し 、 「  
重 力 落 下 角 度 」 と も 呼 ば れ る 傾 斜 角 β で 延 び る ス ロ ー プ で あ る 。 こ れ ら ２ 本 の 溝 は 垂 直 方  
向 に 間 隔 ｐ 離 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 左 側 収 容 パ ネ ル ３ の 底 辺 か ら 頂 部 ｂ ま で の 距 離 を ｅ で 示 す 。 頂 部 ｂ は 、 「 Ｆ 」 の 文 字 の  
、 深 さ ａ １ の 下 側 の 溝 の 上 部 と 、 深 さ ａ ２ で 続 く 左 側 の 溝 と の 間 に あ る 。 垂 直 レ ー ル ２ の  
深 さ ａ １ の 溝 ａ は 、 高 さ ｈ ｂ の 左 側 ブ ラ イ ド ル １ 内 に 下 方 へ 深 さ ａ ｂ （ a b  ≦  h b ） ま で 続  
い て い る 。 左 側 ブ ラ イ ド ル １ の 前 端 に は 切 削 溝 ｃ 及 び 穴 ｄ が 設 け ら れ 、 そ こ に は チ ェ ー ン  
（ G a l l  c h a i n ） 用 の ス プ ロ ケ ッ ト ５ が 軸 ４ に 組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 左 側 収 容 パ ネ ル ３ は 矩 形 状 の 開 口 ｍ を 有 し て い る 。 開 口 ｍ は 、 左 側 ブ ラ イ ド ル １ の 穴 ｄ  
の 中 心 か ら 上 方 に 延 び る 垂 直 線 上 に お け る 、 左 側 収 容 パ ネ ル ３ の 底 辺 か ら 距 離 ｍ ｄ の 位 置  
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 左 側 パ ネ ル レ ー ル Ａ と 対 に な る 右 側 パ ネ ル レ ー ル Ｂ （ f i g .  2 b ， f i g .  2 b ’ ） は 、 右 側 の 壁  
に 根 元 に 固 定 さ れ た 右 側 ブ ラ イ ド ル １ ’ と 、 高 さ が ｈ ｃ 、 幅 が ｌ ｃ 、 厚 み が ｇ ｃ で あ り 、 深  
さ が ａ １ （ a 1  〈  g c ） の 溝 ａ ’ を 有 し 、 右 側 ブ ラ イ ド ル １ ’ 上 に 載 せ ら れ 、 こ れ に 固 定 さ れ  
る 垂 直 な レ ー ル ２ ’ と 、 高 さ が ｌ ｐ 、 幅 が ｈ ｐ 、 厚 み が ｇ ｐ （ g p  =  g c ） で あ り 、 レ ー ル ２ ’  
の 上 に レ ー ル ２ ’ か ら 続 き 、 敷 地 の 天 井 に 接 す る 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ （ f i g .  4 . 1 ， f i g .  4 . 2 ，  
f i g .  4 . 3 ） と 、 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ に は 「 逆 Ｆ 形 状 」 の 溝 が 形 成 さ  
れ て お り 、 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 下 方 へ の 分 岐 は ａ １ と 同 じ 深 さ で 垂 直 レ ー ル ２ ’ の 溝 ａ ’ に 垂  
直 に 連 続 し て い る 。 溝 ａ ’ か ら 垂 直 に 連 続 す る 部 分 と 「 逆 Ｆ 」 の 上 端 の 分 岐 は 、 ｇ ｐ と 同 じ  
幅 で あ る が 深 さ が ａ ２ （ a 2  〈  a 1 ） の 溝 で あ る ａ ｓ ’ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 「 逆 Ｆ 」 の 文 字 の 水 平 な 分 岐 を 構 成 す る ２ 本 の 溝 は 、 垂 直 な 溝 か ら 半 径 ｒ ｃ で 連 続 し 、  
「 重 力 落 下 角 度 」 と も 呼 ば れ る 傾 斜 角 β で 延 び る ス ロ ー プ で あ る 。 こ れ ら ２ 本 の 溝 は 垂 直  
方 向 に 間 隔 ｐ 離 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ の 底 辺 か ら 頂 部 ｂ ’ ま で の 距 離 を ｅ で 示 す 。 頂 部 ｂ ’ は 、 「 逆 Ｆ 」 の 文  
字 の 、 深 さ ａ １ の 下 側 の 溝 の 上 部 と 、 深 さ ａ ２ で 続 く 溝 ａ ｓ ’ の 右 側 の 溝 と の 間 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 垂 直 レ ー ル ２ ’ の 深 さ ａ １ の 溝 ａ ’ は 、 高 さ ｈ ｂ の 右 側 ブ ラ イ ド ル １ ’ 内 に 下 方 へ 深 さ ａ ｂ  
（ a b  ≦  h b ） ま で 続 い て い る 。 右 側 ブ ラ イ ド ル １ ’ の 前 端 に は 切 削 溝 ｃ ’ 及 び 穴 ｄ ’ が 設 け ら  
れ 、 そ こ に は ス プ ロ ケ ッ ト ５ と 同 一 の チ ェ ー ン 用 ス プ ロ ケ ッ ト ５ ’ が 軸 ４ ’ に 組 み 付 け ら れ  
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る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ は 矩 形 状 の 開 口 ｍ ’ を 有 し て い る 。 開 口 ｍ ’ は 、 右 側 ブ ラ イ ド ル １ ’ の 穴  
ｄ ’ の 中 心 か ら 上 方 に 延 び る 垂 直 線 上 に お け る 、 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ の 底 辺 か ら 距 離 ｍ ｄ の  
位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
駆 動 ユ ニ ッ ト Ｃ （ F i g .  1 a ’ ， F i g .  1 a ” ， F i g .  1 b ’ ， F i g .  1 b ” ， F i g .  2 a ’ ， F i g .  2 b ’ ， F i g . 5  
） は 、 例 え ば 八 角 形 な ど の 多 角 形 状 の 筒 ６ を 有 し 、 筒 ６ の 左 側 の 端 部 に は 特 殊 モ ー タ ー ７  
が 挿 入 さ れ る 。 特 殊 モ ー タ ー ７ は 、 そ の 右 側 の 端 部 に 例 え ば 八 角 形 な ど の 多 角 形 状 の 頭 部  
を 有 す る 軸 ８ を 備 え て い る 。 軸 ８ は 、 筒 の 表 面 に 描 か れ た 限 界 マ ー ク （ a  l i m i t i n g  i m p r e  
s s i o n ） ｕ ま で の 範 囲 で 筒 ６ に 差 し 込 ま れ る 。 モ ー タ ー ７ が 筒 ６ の 左 側 の 端 部 に 挿 入 さ れ  
た 後 、 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス ９ が は め 込 ま れ る 。 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス ９ の 外 側 に は 筒 ６  
の 断 面 （ s e c t i o n ） が あ り 、 内 側 に は 、 僅 か に 隙 間 を 空 け て モ ー タ ー の 外 径 が 収 ま る 。 ス  
プ ロ ケ ッ ト １ ０ は デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス ９ に 組 み 付 け ら れ る 。 矩 形 状 の 開 口 ｍ の 形 状 と 同  
じ 断 面 形 状 の 頭 部 ｂ ｂ は 、 モ ー タ ー ７ の 左 側 端 部 に お い て ケ ー ス （ e n c a s i n g ） に 軸 方 向 に  
配 置 さ れ る 。 開 口 ｍ は 左 側 収 容 パ ネ ル ３ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
筒 ６ の 右 側 の 端 部 に は 、 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス ９ が 差 し 込 ま れ る 。 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス  
９ は 、 そ の 外 側 に 筒 の 断 面 （ s e c t i o n ） が あ り 、 そ の 自 由 端 に 、 軸 線 方 向 に 延 び る 円 筒 形  
状 の 頭 部 ｃ ｃ を 有 す る 。 頭 部 ｃ ｃ は 、 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ に 形 成 さ れ た 円 筒 形 状 の 開 口 ｍ ’  
の 形 状 と 同 じ 断 面 形 状 で あ る 。 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス ９ ’ に は ス プ ロ ケ ッ ト １ １ が 組 み 付 け  
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス プ ロ ケ ッ ト １ ０ と ス プ ロ ケ ッ ト ５ に は 、 無 端 チ ェ ー ン １ ２ が 掛 け ら れ る 。 レ ー ル ２ に  
面 す る 側 の チ ェ ー ン １ ２ は 、 上 側 搬 送 ア ー ム １ ３ 及 び 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ を 有 し 、 こ れ ら  
は 距 離 ｌ ｂ の 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス プ ロ ケ ッ ト １ １ と ス プ ロ ケ ッ ト ５ ’ に は 、 無 端 チ ェ ー ン １ ２ ’ が 掛 け ら れ る 。 レ ー ル ２ ’  
に 面 す る 側 の チ ェ ー ン １ ２ ’ は 、 上 側 搬 送 ア ー ム １ ３ ’ 及 び 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ ’ を 有 し 、 こ  
れ ら は 距 離 ｌ ｂ の 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 組 み 立 て 品 で は 、 上 側 搬 送 ア ー ム １ ３ の 軸 （ Ｙ － Ｙ 軸 ） の 位 置 と 、 上 側 搬 送 ア ー ム １ ３ ’  
の 軸 の 位 置 は 同 じ で あ る （ F i g .  1 c ’ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ の 軸 （ Ｚ － Ｚ 軸 ） の 位 置 と 、 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ ’ の 軸 の 位 置  
も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 可 動 パ ネ ル Ｄ （ F i g .  2 a ， F i g .  2 b ） は 、 下 端 パ ネ ル Ｅ 、 複 数 の 中 間 パ ネ ル Ｆ 、 及 び 上 端  
パ ネ ル Ｇ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 中 間 パ ネ ル Ｆ （ F i g .  5 ， F i g .  6 ， F i g .  6 ’ ， F i g .  6 " ） は 、 長 さ が ｌ ｐ ａ ｎ 、 高 さ が ｈ ｐ
ａ ｎ 、 厚 み が ｇ ｐ ａ ｎ の パ ネ ル １ ４ で 構 成 さ れ 、 パ ネ ル １ ４ は 、 そ の 上 面 と 下 面 の 両 方 に  
お け る 、 そ の 長 手 方 向 の 両 端 か ら そ れ ぞ れ 距 離 ｔ の 位 置 と 、 そ の 中 心 と に 、 深 さ ａ ｏ の 孔  
（ a n  u n f a i r  h o l e ） ｏ を 有 し て い る 。 パ ネ ル 上 部 の 開 口 に の み 位 置 決 め ボ ル ト （ o r i e n t a t  
i o n  b o l t s ） １ ５ が 組 み 付 け ら れ 、 位 置 決 め ボ ル ト １ ５ は 、 そ の い く つ か が パ ネ ル １ ４ 上 部  
の 開 口 に 固 定 さ れ 、 高 さ ｈ ｐ 方 向 に お け る 自 由 端 側 は 、 次 の パ ネ ル が あ る と き は 、 面 取 り  
部 ｔ ｏ に 補 助 さ れ 、 次 の パ ネ ル の 底 部 に あ る 深 さ ａ ｏ （ a o  〉  h b ' ） の 孔 ｏ に 誘 導 お よ び 挿  
入 さ れ る 。 各 パ ネ ル Ｆ の 両 側 面 に は 、 高 さ ｈ ｐ 方 向 に お け る 両 端 か ら そ れ ぞ れ 距 離 ｘ （ F i g  
.  5 ） の 位 置 に ２ つ の 開 口 ｏ ｒ が あ り 、 開 口 ｏ ｒ に は 、 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス  
Ｍ Ｅ の ボ ル ト １ ６ ， １ ７ が 隙 間 な く 挿 入 さ れ る 。 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｆ
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を パ ネ ル １ ４ の 左 右 に 有 す る 中 間 パ ネ ル Ｆ は 、 組 み 付 け 後 、 短 ボ ル ト １ ６ の ベ ア リ ン グ ２  
１ を 深 さ ａ ２ の 溝 ａ ｓ ， ａ ｓ ’ に 、 長 ボ ル ト １ ７ の ベ ア リ ン グ ２ １ を 深 さ ａ １ の 溝 ａ ， ａ ’  
に 沿 わ せ て ス ラ イ ド す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 下 端 パ ネ ル Ｅ は 、 中 間 パ ネ ル と は 、 下 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｅ （ F i g .  7 ）  
を そ の 端 部 に 有 す る 点 で の み 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 端 パ ネ ル Ｇ は 、 中 間 パ ネ ル と は 、 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｇ （ F i g .  8 ）  
を そ の 端 部 に 有 す る 点 で の み 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 中 間 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｆ （ F i g . 6 ， F i g ,  6 ’ ， F i g . 6 " ） は 、 一 対 の 対 称 な 側 部 （ １  
８ ， １ ８ ’ ） と 、 非 圧 縮 時 の 長 さ が ｌ ａ ｒ ｃ 、 圧 縮 時 の 長 さ が ｌ ｃ ｏ ｍ ｐ の 圧 縮 バ ネ （ １ ９  
） と 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） と 、 ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） が 固 定 さ れ た 短 ボ ル ト （ １ ６ ）  
、 及 び 他 の ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） が 固 定 さ れ た 長 ボ ル ト （ １ ７ ） と 、 に よ り 構 成 さ れ る 。 対  
称 な 側 部 （ １ ８ ， １ ８ ’ ） は そ れ ぞ れ 、 複 数 の 開 口 （ ｏ ｔ ） と 、 肩 部 （ ｕ ｍ ） ま で 延 び る 滑  
り 溝 （ ｃ ｕ ） と 、 を 有 す る 。 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） は 、 長 さ が ｌ ｃ ａ ｎ 、 そ し て 幅 が  
短 ボ ル ト （ １ ６ ） の 直 径 に 等 し い 縦 方 向 の 溝 （ ｃ ｌ ｎ ） と 、 組 み 立 て 時 に 滑 り 溝 （ ｃ ｕ ）  
に 差 し 込 ま れ 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ） に バ ネ （ １ ９ ） の 反 発 力 を 作 用 さ せ る 伸 張 部 （  
ｐ ｒ ｅ ） と 、 を 有 す る 。
組 み 立 て ら れ た 対 称 な 側 部 （ １ ８ ， １ ８ ’ ） 、 圧 縮 バ ネ （ １ ９ ） 、 及 び ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （  
２ ０ ） は 、 共 通 の ネ ジ （ ２ ２ ） で 固 定 さ れ る 。 ボ ル ト （ １ ６ ， １ ７ ） は 開 口 （ ｏ ｔ ） に 差  
し 込 ま れ 、 こ れ ら ボ ル ト に は 、 ベ ア リ ン グ （ ２ １ ） が 隙 間 無 く 組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 下 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｅ ） （ F i g .  7 ） は 、 ボ ル ト （ １ ６ ， １ ７ ） の 間  
に ネ ジ （ ２ ２ ） で 組 み 付 け ら れ た 同 一 形 状 の 二 つ の 小 さ な 面 板 （ ２ ４ ， ２ ４ ’ ） を 有 す る 点  
で 、 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） と は 異 な っ て い る 。 こ れ ら 面 板 （ ２ ４ ，  
２ ４ ’ ） は そ れ ぞ れ 係 合 溝 （ ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｇ ） （ F i g .  8 ） は 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ ２ ０ ）  
に ネ ジ ボ ル ト （ ２ ５ ） で 顎 部 （ ２ ６ ） が 組 み 付 け ら れ て い る 点 で 、 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ  
ン ス ・ ピ ー ス （ Ｍ Ｆ ） と は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 ユ ニ ッ ト Ｃ が 手 動 操 作 機 構 Ｈ （ f i g .  1 1 ） に よ り 補 完 さ れ て い  
る 。 手 動 操 作 機 構 Ｈ は 、 モ ー タ ー ７ が 電 力 障 害 に よ り 停 止 し た と き に 用 い ら れ る 。 手 動 操  
作 機 構 Ｈ は 、 例 え ば 収 容 パ ネ ル ３ ， ３ ’ の い ず れ か に 設 置 さ れ る 。 手 動 操 作 機 構 Ｈ は 、 チ ェ  
ー ン １ ２ ， １ ２ ’ が 掛 け ら れ た ス プ ロ ケ ッ ト ２ ８ と 、 そ の 傍 ら に 設 け ら れ た ウ ォ ー ム ２ ９ と  
が 収 容 さ れ る 箱 ２ ７ を 備 え て い る 。 ウ ォ ー ム ２ ９ は 箱 ２ ７ に 固 定 さ れ 、 レ バ ー ３ ０ に よ っ  
て 駆 動 さ れ る 。 手 動 操 作 機 構 Ｈ は 、 モ ー タ ー ７ が 駆 動 し て い る 間 は 切 断 さ れ る 。 手 動 操 作  
機 構 Ｈ を 操 作 す る と き は モ ー タ ー ７ は 切 断 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 ユ ニ ッ ト Ｃ は 手 動 操 作 機 構 Ｈ で の み 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 組 み 立 て 方 法 に つ い て 説 明 す る （ F i g .  9 . 1 ， F i g .  9 , 1 ’ ， F i g .  9 . 2 ， F i g .  9 . 2 ’ ， F i  
g .  9 . 3 ， F i g .  9 . 3 ' ， F i g .  9 . 3 ” ， F i g .  9 . 4 ， F i g .  9 . 5 ， F i g .  9 . 6 ， F i g .  9 . 6 ' ， F i g .  9 . 7 ， F  
i g .  9 . 7 ' ， F i g .  9 . 7 ” ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま ず 、 敷 地 内 の 壁 や 柱 な ど に 、 左 側 パ ネ ル レ ー ル Ａ 、 右 側 パ ネ ル レ ー ル Ｂ 、 及 び 駆 動 ユ  
ニ ッ ト Ｃ を 設 置 す る 。 無 負 荷 時 の 特 殊 モ ー タ ー ７ は 、 多 角 形 状 の 頭 部 を 有 す る そ の 軸 が 自  
由 に 回 転 す る 。 チ ェ ー ン １ ２ ， １ ２ ’ が 、 ス プ ロ ケ ッ ト １ ０ ， ５ と 、 ス プ ロ ケ ッ ト １ １ ， ５  
’ に そ れ ぞ れ 掛 け ら れ 、 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ ， ２ ３ ’ が そ れ ぞ れ 、 ス プ ロ ケ ッ ト １ ０ ， １ １  
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付 近 の 、 レ ー ル ２ ， ２ ’ に 面 す る 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 収 容 パ ネ ル ３ ， ３ ’ の 、 「 Ｆ 」 の 文 字 の 水 平 な 分 岐 を 構 成 す る ２ 本 の 溝 に 対 し て 同  
時 に 下 端 パ ネ ル Ｅ が は め 込 ま れ る 。 こ の と き 、 左 側 収 容 パ ネ ル ３ 及 び 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ の  
両 方 に 対 し て 、 ま ず 長 ボ ル ト １ ７ の ベ ア リ ン グ ２ １ が 溝 ａ に は め 込 ま れ 、 そ し て 短 ボ ル ト  
１ ６ の ベ ア リ ン グ ２ １ が 溝 ａ ｓ に は め 込 ま れ る 。 Ｄ ｉ ｓ ＞ ｐ （ F i g .  6 ” ， F i g .  3 . 1 ， F i g .  4  
. 1 ） で あ る こ と に よ り 、 組 み 立 て ら れ た 下 端 パ ネ ル Ｅ は 斜 め に 配 置 さ れ る 。 ２ つ の 収 容 パ  
ネ ル ３ ， ３ ’ の レ ー ル に 設 け ら れ た 重 力 落 下 角 度 β に よ り 、 下 端 パ ネ ル Ｅ は 溝 に 沿 っ て 滑 り  
、 面 板 ２ ４ ， ２ ４ ’ の 係 合 溝 ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ 内 の 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ ， ２ ３ ’ に よ り 係 止 さ れ る  
。 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ ， ２ ３ ’ は 係 合 溝 ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ 内 を 自 由 に 移 動 す る 。 中 間 パ ネ ル Ｆ も  
同 じ 方 法 で 一 つ ず つ 組 み 付 け ら れ 、 最 後 に 上 端 パ ネ ル Ｇ が 組 み 付 け ら れ る （ F i g .  2 a ， F i g .  
2 b ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 次 に 、 下 端 パ ネ ル Ｅ を 垂 直 レ ー ル ２ ， ２ ’ に 沿 っ て 下 げ ら れ る と こ ろ ま で 自 重 で 自  
由 に 滑 ら せ る 。 最 初 の 中 間 パ ネ ル Ｆ は 、 そ の 両 端 に 設 け ら れ た 一 対 の 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス  
タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｆ で 自 身 を 下 端 パ ネ ル Ｅ の ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ０ 上 に 位 置 付 け 、 滑 動 す  
る 。 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ０ は バ ネ １ ９ の 力 で 、 下 端 パ ネ ル Ｅ （ F i g .  5 ， F i g .  6 ” ） の 上 部 に  
設 け ら れ た 位 置 決 め ボ ル ト １ ５ か ら 中 間 パ ネ ル Ｆ を 遠 ざ け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 最 初 の 中 間 パ ネ ル Ｆ の 降 下 動 作 に 連 続 し 、 次 の 中 間 パ ネ ル Ｆ が 、 両 端 に 設 け ら れ た 一 対  
の 中 間 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｆ で 自 身 を 最 初 の 中 間 パ ネ ル Ｆ の ス ラ イ ド ブ ロ ッ  
ク ２ ０ 上 に 位 置 付 け 、 滑 動 す る 。 上 記 ２ つ の パ ネ ル の 重 さ に よ り 、 最 初 の 中 間 パ ネ ル Ｆ の  
孔 ｏ が 下 端 パ ネ ル の 上 部 に 組 み 付 け ら れ た 位 置 決 め ボ ル ト １ ５ に 嵌 ま る 。 一 方 、 最 初 の 中  
間 パ ネ ル Ｆ の デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス の ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ０ は 、 ス プ リ ン グ １ ９ に よ り 、  
次 の 中 間 パ ネ ル Ｆ を 、 最 初 の 中 間 パ ネ ル Ｆ の 上 部 に 設 け ら れ た 位 置 決 め ボ ル ト １ ５ か ら 同  
じ く 遠 ざ け る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 端 パ ネ ル Ｇ が 垂 直 に な る と 、 特 殊 モ ー タ ー ７ が 始 動 し 、 駆 動 ユ ニ ッ ト Ｃ の 各 部 を 介 し  
て チ ェ ー ン １ ２ ， １ ２ ’ と 上 側 搬 送 ア ー ム １ ３ ， １ ３ ’ を 駆 動 す る 。 そ し て 上 側 搬 送 ア ー ム  
１ ３ ， １ ３ ’ は 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｇ の 顎 部 ２ ６ に 接 触 し 、 こ れ を 、 こ の  
最 後 の デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス の バ ネ ２ ０ が 完 全 に 圧 縮 さ れ る ま で パ ネ ル Ｆ の 方 向 （ F i g .  1  
2 . 1 ） に 押 し 下 げ る 。 こ れ は 、 ｉ ） 上 端 パ ネ ル Ｇ の 一 つ 下 の パ ネ ル の 位 置 決 め ボ ル ト １ ５  
に よ る 上 端 パ ネ ル Ｇ の 位 置 決 め を 確 実 に し 、 ｉ ｉ ） 最 後 の ベ ア リ ン グ が 収 容 パ ネ ル ３ ， ３ ’  
の 溝 ａ ｓ ， ａ ｓ ’ の 垂 直 部 分 、 言 い 換 え る と 溝 ａ ， ａ ’ の 範 囲 ｅ の 垂 直 部 分 か ら 外 に 出 な い  
よ う 、 ａ ｌ ｐ ｈ ａ ＞ ０ （ 少 な く と も ２ － ３ ｃ ｍ ） と い う 条 件 （ F i g . 1 2 ） に 従 い 、 格 納 式 壁  
全 体 を 堅 く 締 め る た め で あ る 。 こ の 配 置 に お い て 、 搬 送 ア ー ム ２ ３ ， ２ ３ ’ と 、 面 板 ２ ４ ，  
２ ４ ’ の 溝 ｃ ｍ ， ｃ ｍ ’ の 肩 部 と の 隙 間 は 数 セ ン チ あ り 、 モ ー タ ー ７ は 電 子 的 な コ マ ン ド に  
よ り 停 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 パ ネ ル を 格 納 す る に は 、 モ ー タ ー ７ を 始 動 し 、 チ ェ ー ン １ ２ ， １ ２ ’ を 同 時 に 駆 動 す る 。  
上 側 搬 送 ア ー ム １ ３ ， １ ３ ’ は 上 端 パ ネ ル 用 デ ィ ス タ ン ス ・ ピ ー ス Ｍ Ｇ の 顎 部 ２ ６ の 押 下 を  
停 止 し 、 バ ネ １ ９ を 開 放 す る 。 こ れ に よ り ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ０ が 上 端 パ ネ ル Ｇ を 持 ち 上  
げ 、 こ れ を 位 置 決 め ボ ル ト １ ５ か ら 外 す 。 下 側 搬 送 ア ー ム ２ ３ ， ２ ３ ’ は 係 合 溝 ｃ ｍ 及 び ｃ  
ｍ ’ の 肩 部 に 至 り 、 そ の 上 の 全 て の パ ネ ル を 上 方 へ 持 ち 上 げ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 端 パ ネ ル Ｇ が 左 側 収 容 パ ネ ル ３ 及 び 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ に 入 る と 、 次 の 中 間 パ ネ ル Ｆ が  
そ の 下 の 中 間 パ ネ ル の 位 置 決 め ボ ル ト １ ５ か ら 外 れ 、 左 側 収 容 パ ネ ル ３ 及 び 右 側 収 容 パ ネ  
ル ３ ’ に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 壁 上 部 へ の 全 パ ネ ル の 収 納 は 、 下 端 パ ネ ル Ｅ の 長 ボ ル ト １ ７ の ベ ア リ ン グ ２ １ が 、 頂 部  
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ｂ か ら 下 方 へ 距 離 ｄ ｆ ｉ ｎ （ d f i n  〉  0 ） の 位 置 に 達 し た と き に 完 了 す る （ F i g .  1 . 1 ， f i g .  
1 . 2 ， F i g .  1 . 3 ， F i g .  1 0 ） 。 頂 部 ｂ は 、 左 側 収 容 パ ネ ル ３ 及 び 右 側 収 容 パ ネ ル ３ ’ の 「 Ｆ  
」 の 文 字 の 下 側 の 溝 の 上 部 に あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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